[bookmark: _GoBack]≪受講証明書添付用紙作成上の注意事項≫　　　　　  
1. 単位取得を証明するものに、通し番号をつけて、別紙報告書にリストを作成する。　　　　　　　　通し番号は、CDE大阪が主催する「更新のための講習会」を1番とし、［学会・講習会・研修会］、［論文］、［ボランティア活動］の順で番号を付けていく。
2. 研修会の受講証または参加費領収書など（原本）の余白に、更新規定を参考にその単位数を記載して下の貼付欄に貼る。上の証明書をめくれば下の証明書の内容が確認できるように、糊付けは証明書の上部裏側だけに行い、少しずつずらして重ねて貼る（下記の貼り方例参照）。　　　　　　　　　
3. 発表者に追加単位が認められている学会集会の発表者は、それを証明するプログラムか抄録を　適宜、縮小コピーして添付する。通し番号は、受講証等と同じで「③-発表者」のようにする。
4. 1枚に収まらなければ、2ページ目を適宜コピーし、右上にNo.  　を付ける
5. 論文別刷等、貼付欄に貼れない資料は別に綴じて添付する（通し番号必要）。
6. 申請時にCDEJの資格を有する場合は、この用紙の提出は不要であるが、代わりにCDEJ認定書のコピーを提出する。
	貼付欄発表者の場合、受講証明書等とは別に、発表者と分かる資料（プログラムや抄録）を添付。
学会の集会名称、発表日、演題名、発表者名を明記し、追加できる［2単位］も付記する。
発表者名に○やラインマーカーで印をつける。
余白にその認定単位数を記載する
×悪い例（上から下に貼っていく）
下の証明書に上に重ねて証明書が糊付けされるため内容が確認しづらい。
①
②
③


受講証明書


2単位
○よい例（下から上に貼っていく）
上の証明書をめくると下の証明書の内容が容易く確認できる。
1 


受講証明書


2単位
②
③
③-発表者

（プログラム・抄録など）
XX学会集会名、日付
演題名：○○
演者名：○○、○○
2単位
④
参加証
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